
耳
原
三
丁
目

十
日
市
町

太
田

三
丁
目

花
園

一
丁
目

西
福
井
三
丁
目

東
安
威

一
丁
目

花
園
二
丁
目

南
安
威

二
丁
目

南
安
威

三
丁
目

南
安
威

一
丁
目

東
福
井

三
丁
目

彩
都
も
え
ぎ

一
丁
目

東
福
井

一
丁
目

西
福
井

四
丁
目

泉
 原

車
 作

下
音
羽

下
音
羽

銭
 原

忍
頂
寺

清
 阪

清
 阪

上
 音
 羽

清
阪

長
 谷

長
 谷

下
音
羽

千
提
寺

泉
 原

佐
 保

清
水

彩
都
あ
か
ね

宿
久
庄

彩
都
は
な
だ
二
丁
目

彩
都
は
な
だ
一
丁
目

車
 作

大
 岩

千
提
寺

生
 保

安
 威

大
門
寺

安
 元

室
山
二
丁
目

安
威
三
丁
目

安
威
一
丁
目

安
威

山
手
台
東
町

東
福
井

四
丁
目

山
手
台

三
丁
目

山
手
台

七
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目

東
福
井

二
丁
目

山
手
台
五
丁
目
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手
台

一
丁
目

西
安
威

二
丁
目

安
威
二
丁
目

東
安
威

二
丁
目

山
手
台
六
丁
目

安
威

四
丁
目

宿
久
庄

七
丁
目

山
手
台

二
丁
目

忍
頂
寺

福
 井

室
山
一
丁
目

宿
久
庄
一
丁
目

西
福
井
一
丁
目

西
安
威

一
丁
目

宿
久
庄

六
丁
目

宿
久
庄

四
丁
目

山
手
台
小
学
校

山
手
台
小
学
校

北
陵
中
学
校

北
陵
中
学
校

安
威
小
学
校

安
威
小
学
校

福
井
多
世
代

交
流
セ
ン
タ
ー

福
井
多
世
代

交
流
セ
ン
タ
ー

福
井
小
学
校

福
井
小
学
校

福
井
市
民
体
育
館

福
井
市
民
体
育
館

太
田
小
学
校

太
田
小
学
校

太
田
中
学
校

太
田
中
学
校

彩
都
西
小
学
校

彩
都
西
小
学
校

彩
都
西
中
学
校

彩
都
西
中
学
校

見
山
公
民
館

見
山
公
民
館

忍
頂
寺
小
学
校

忍
頂
寺
小
学
校

彩都
西駅

彩都
西駅

大 阪 モ ノ レ ー ル 彩 都 線大 阪 モ ノ レ ー ル 彩 都 線

あ
さ
ぎ
里
山
公
園

あ
さ
ぎ
里
山
公
園

彩
都
友
紘
会
病
院

彩
都
友
紘
会
病
院

北
中
学
校

北
中
学
校

北
大
阪
ほ
う
せ
ん
か
病
院

北
大
阪
ほ
う
せ
ん
か
病
院

粟
生
岩
阪

彩
都
あ
さ
ぎ

四
丁
目

彩
都
あ
さ
ぎ

六
丁
目

彩
都
あ
さ
ぎ

五
丁
目

彩
都
あ
さ
ぎ

二
丁
目

彩
都
あ
さ
ぎ

三
丁
目

彩
都
あ
さ
ぎ

一
丁
目

彩
都
や
ま
ぶ
き

一
丁
目

彩
都
や
ま
ぶ
き

二
丁
目

彩
都
や
ま
ぶ
き

四
丁
目

彩
都
や
ま
ぶ
き

三
丁
目

彩
都
や
ま
ぶ
き

五
丁
目

彩
都
あ
さ
ぎ

七
丁
目

清
溪
小
学
校

清
溪
小
学
校
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通
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指
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路

消
防
署
・
分
署

市
役
所
分
室

へ
リ
ポ
ー
ト

市
役
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消
防
団
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凡
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（
マ
ッ
プ
の
作
成
手
順
）

　
住
民
基
本
台
帳（
H
19
年
)を
も
と
に
、各
メ
ッ
シ
ュ
の
人
口
を
推
計
し
、全
半
壊

数
と
被
害
の
関
係
か
ら
建
物
の
倒
壊
に
よ
る
死
傷
者
数
を
推
計
し
ま
し
た
。

　
次
に
、市
・
府
・
国
に
よ
る
火
災
災
害
の
推
計
値
の
比
較
結
果
よ
り
、火
災
に
よ

る
死
傷
者
数
を
加
え
て
、建
物
倒
壊
及
び
火
災
に
よ
る
死
傷
者
数
を
推
計
し
ま
し
た
。

　
家
屋
の
倒
壊
率
が
低
く
て
も
、火
災
に
よ
る
影
響
で
危
険
性
が
高
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
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い
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注
）
市
（
茨
木
市
防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
／
H8
年
度
）

　
　
府
（
第
２
次
大
阪
府
地
震
被
害
想
定
調
査
／
H1
8
年
度
）

　
　
国
（
中
央
防
災
会
議
 中
部
圏
・
近
畿
圏
の
内
陸
地
震
の
震
度
分
布
等
／
H1
8
年
度
）
を
参
考
に
推
計
し
ま
し
た
。

　
人
的
被
害
の
危
険
度
は
、地
震
動
に
よ
っ
て
建
物

が
壊
れ
た
り
、
火
災
に
よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
死
傷
者

数
よ
り
危
険
性
の
度
合
い
を
評
価
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
危
険
度
は
、予
想
さ
れ
る
地
震
に
よ
る
揺
れ

や
す
さ
と
地
域
に
あ
る
建
物
の
倒
壊
危
険
度
や
、

火
災
出
火
の
関
係
な
ど
に
よ
っ
て
判
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
調
査
は
多
く
の
仮
定
に
基
づ
い
て
お
り
、

被
害
の
分
布
傾
向
を
知
る
た
め
の
も
の
で
す
。

今
後
、こ
れ
ら
の
結
果
を
も
と
に
、市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
活
用
し
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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ど
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ど
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ち
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か
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も
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ひ
が
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ぶ
ん
ぷ
け
い
こ
う

し

こ
ん
ご

け
っ
か

し
み
ん

み
な

か
つ
よ
う

さ
い
が
い
つ
よ

い

か
ん
が

注
）凡
例
は
、各
メ
ッ
シ
ュ
当
た
り
の
数
値
を

表
し
て
い
ま
す
。

倒
壊
に
よ
る
死
傷
者
数
と
火
災
に
よ
る

死
傷
者
数
の
合
計
を
表
し
て
い
ま
す
。
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死
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火
災
に
よ
る
死
者
数
が

80
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火
災
に
よ
る
危
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度
が

高
い
地
域15
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指
定
避
難
所
まで
の
主
な
接
続
道
路

桑
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山
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台
新
町

二
丁
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山
手
台
新
町

三
丁
目

山
手
台
新
町

一
丁
目

彩
都
西
公
園

彩
都
西
公
園

藍
野
花
園
病
院
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野
花
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神
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速
道
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名
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高
速
道
路

指
定
避
難
所

広
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避
難
地

一
時
避
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地
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交
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・
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医
療
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泉
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配
水
池

泉
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配
水
池

や
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池

や
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き
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や
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高
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池
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や
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池

や
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配
水
池

応
急
給
水
拠
点

彩
都
受
水
場

彩
都
受
水
場

あ
さ
ぎ
配
水
場

あ
さ
ぎ
配
水
場

あ
か
ね
配
水
池

あ
か
ね
配
水
池

十
日
市
浄
水
場

十
日
市
浄
水
場

安
威
配
水
池

安
威
配
水
池

花
園
配
水
場

花
園
配
水
場

山
手
台
低
区
配
水
池

山
手
台
低
区
配
水
池

山
手
台
高
区
配
水
池

山
手
台
高
区
配
水
池

新
名
神
高
速
道
路

新
名
神
高
速
道
路


